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気候変動に関するアジア投資家グループは日本を含むアジア電気事業者

に脱炭素戦略を要求する新ガイドラインを発表 

 

運用資産総額11兆ドル（約1145兆円）を超える機関投資家が参加する気候変動に関するア

ジア投資家グループ（AIGCC）による最新レポートでは、機関投資家は日本を含むアジア

の電気事業者に、自社のビジネス戦略と既存の運営に、気候変動リスクへの対応を組み入れ

る取り組みを強化して温暖化ガス排出実質ゼロ（ネット・ゼロ）の経済への移行の準備を進

める「脱炭素戦略」の導入を求めることを明らかにました。  

 

AIGCCレポート– アジアの電気事業者への投資家の期待- ネット・ゼロへの移行 – では、日

本を含むアジア地域全般にわたる電気事業者の電力におけるCO2排出係数が高いため、と

りわけ投資家の懸念材料となっているとされています。日本を含むアジアの電気事業者は世

界の温室効果ガス排出量のほぼ四分の一を占め、資産年齢が若いポートフォリオを保有し、

アジア地域の株価指数における時価総額は2000億米ドル以上となっています。 

 

本レポートはAIGCCメンバーである米ブラックロック、仏BNPパリバアセットマネジメン

ト、英フェデレーテッド・ハーミーズ、英シュローダーなどの大手資産運用会社の支援を受

けています。世界の投資家がサプライチェーン全体での脱炭素化をますます求めているため

、アジアの電気事業者は、各国が国家の競争力を保つうえで重要な役割を担っているとが焦

点となっています。 

 

本レポートには、AIGCCがまとめた包括的な実践ガイドが含まれており、気候変動リスク

に関する機関投資家とアジア電気事業者との新たなエンゲージメントプログラムの支援とな

るでしょう。この新たなプログラムは気候変動に関する世界的共同エンゲージメント・イニ

シアチブのクライメット・アクション100+と並行して実施されるもので、同イニシアチブ

には既に数々の主要アジア電気事業者が含まれています。 

  

AIGCCエグゼクティブ・ディレクターであるレベッカ・ミクラ・ライトによると、「投資

家は、気候変動が保有資産、ポートフォリオ、資産価値に与える影響を理解しており、こう

したリスクを軽減することは投資家がその代理として投資する受益者の持続的リターンを守

るうえで重要とのことです。」 
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「気候変動に関する投資家の企業とのエンゲージメントは世界の資本市場における主要テー

マです。これにより企業の姿勢は優れた気候変動リスク対策をまとめる方向に大きく変わっ

てきています。」  

  

「カーボンニュートラルへの移行の準備が十分にととのっていない会社があることを投資家

は懸念しています。」 

 

「日本を含むアジアの主要国の多くが目指すネット・ゼロへの移行に際し、アジアの電気事

業者のさらなる取り組みが重要になるでしょう。」電力発電セクターは、重工業、輸送、不

動産などの他のセクターと相互関係があるため、脱炭素化の達成が必須です。 

 

「アジアの電気事業者が決定した事業戦略と資本配分により、世界経済の脱炭素化における

今後の持続可能性と収益性が決まることになります。」 

 
 

編集者へのメモ： 

● 本レポートの完全な複写 – アジアの電気事業者への投資家の期待 -ネット・ゼロへの

移行 –はこちらからアクセスできます。 

● クライメット・アクション100+ は、運用資産総額47兆米ドル超を扱う520の投資家

の支援による、気候変動に関する世界最大の投資家関与型の共同エンゲージメント

イニシアティブです。AIGCCはクライメット・アクション100+の５つの創設パート

ナーのうちのひとつで、責任投資原則(PRI)と共にアジアにおけるイニシアティブの

調整を支援するものです。 

● AIGCCによるアジア電気事業者との気候変動エンゲージメントプログラムについて

の更に詳しい情報は、2021年に発表される予定です。 

 
 
 

詳細については、 適切な言語で 以下のAIGCC担当者 までご連絡ください  

 

古野真（東京）（日本語） 

+81（0)70-2793-3648 

shin.furuno@aigcc.net  
 

リカルド・ダン（北京）（英語） 

+8618519818119 
ricardo.dunn@aigcc.net 
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トム・アルプ（シドニー）（英語） 

+61402482910  
tom.arup@aigcc.net 
 

ジェーン・カレン・ホー、CFA（香港）（中国語） 

+85292579222 
jane.ho@aigcc.net   
 

ミンジュ・キム（ソウル）（韓国語） 

+821057968190 
minjoo.kim@aigcc.net  
 

AIGCCについて： 

気候変動に関するアジア投資家グループ(AIGCC)はアジアの投資家と金融機関に気候変動と

低炭素投資に関するリスク及び機会についての認識を深め行動を促すイニシアティブです。

AIGCCは投資家がアジア主要市場において積極的にベストプラクティスを共有し、投資活

動、信用分析、リスク管理、気候変動に関するエンゲージメントと政策提言において連携す

るための能力を提供するプラットフォームです。強力な国際的プロファイルと重要なネット

ワークを有するAIGCCは、気候変動と、よりグリーンな経済への移行をめぐり展開する世

界の対話におけるアジアの投資家の観点を代表するものです。AIGCCは11カ国の市場の50

のメンバーからなるもので、運用資産総額は11兆米ドルを上回ります。 

 
www.aigcc.net 
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